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氏 名 任 免 氏 名 任 免

松本 健幹 昭49.7.10 昭51.6.15 ム緒賀 康宏 昭58.5.11 昭58.6. 7 

熊谷 文雄 51. 6.15 52. 6.10 長岡 聴夫 58. 6. 7 59. 5.30 

片山 充 52. 6.10 53. 5.25 ム平北 直己 59. 5.30 59. 7. 9 

ム友近陽一郎 53. 5.25 53. 6.17 岡上 泉 59. 7. 9 60. 6.17 

浅谷 輝雄 53. 6.17 54. 7.10 ム平北 直己 60. 6.17 60. 6.25 

篠田 信義 54. 7.10 55. 6.17 野崎 正剛 60. 6.25 61. 6.10 

垣水 孝一 55. 6.17 56. 6.26 橋本 貞夫 61. 6.10 62. 6.23 

石井 直ー 56. 6.26 57.6.1 関 要 62. 6.23 63. 6.15 

小山 昭蔵 57. 6. 1 58. 5.11 岩崎 文哉 63. 6.15 平1.6.16 

備考:局印刷長局〉はと、な昭っ和た。24年6月1日印刷庁〈長は印刷庁長官〉と改称、 27年 8月1日大蔵省印刷局(印刷

21専売局長官

氏 名 任 免 氏 名 任 免

植木庚子郎 昭20.4.13 昭21.1.30 野田 卯ー 昭22.9. 2 昭23.4.14 

杉山 昌作 21. 1.30 22. 9. 2 原田 富一 23. 4.14 

備考:昭和24年 6月1日専売局は廃止され、日本専売公社に改組された。

注:1.人名は原則として車待3体とした

2.0時事務職、ムぬL偽上級官職自識者による下級官職の事務取扱にはG

下紋官職割農者の上級官職L特にはムを付しt.::fJ~ 同一人物が引続きIU得から

本官に又は本宮から事務取扱になった場合はこれを省略しt:::o

24. 5.31 
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戦後期文献一覧

本稿は大蔵省が刊行者または編集者である文献・資料、もしくは実質的に編

集に関与した文献・資料を中心に取りまとめたものである。

1.大蔵省「財政史」シリーズ

①大蔵省財政史室編『昭和財政史終戦から講和まで』第 1-20巻(昭和

51-59年、東洋経済新報社〉

対象期間:昭和20年 8月-27年 4月

巻別目次

第 1巻総説・賠償・終戦処理

第 2巻独占禁止

第 3巻 アメリカの対日占領政策

第 4巻財政制度・財政機関

第 5巻歳計 (1)

第 6巻歳計 (2)・政府関係機関

第 7巻租税 (1)

第8巻租税 (2)・税務行政

第9巻 固有財産・造幣・印刷・専売

第10巻 国庫制度国庫収支・物価・給与・資金運用部資金

第11巻政府債務

第12巻金融 (1)

第13巻金融 (2)・企業財務・見返資金

第14巻保険・証券

第15巻国際金融・貿易

第16巻地方財政

第17巻資料 (1)
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第18巻資料 (2)

第19巻統計

第20巻英文資料

②大蔵省財政史室編『昭和財政史昭和27年-48年度』第 1-20巻、(刊

行中、東洋経済新報社〉

巻別目次

第 1巻総説

第 2巻財政一政策及び制度

第 3巻予算 (1) 

第4巻予算 (2)

第 5巻特別会計・政府関係機関・固有財産

第 6巻 租税

第 7巻 国債

第 8巻財政投融資

第 9巻 金融 (1)

第10巻金融 (2)

第11巻 国際金融・対外関係事項 (1)

第12巻 国際金融・対外関係事項 (2)

第13巻 資料 (1) 総括・制度・機構・人事

第14巻 資料 (2) 予算

第15巻資料 (3) 租税・国債

第16巻資料 (4) 特別会計・財政投融資等

第17巻 資料 (5) 金融

第18巻資料 (6) 国際金融・対外関係事項

第19巻統計

第20巻年表・文献一覧・索引
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2.概説的な通史及び通史的資料

①大蔵省監修『日本の財政一大蔵省百年の歩みj(昭和40年、大蔵財務協

会〉

②昭和大蔵省外史刊行会議『昭和大蔵省外史』上巻・中巻・下巻

(上巻:昭和42年、中巻:昭和44年、下巻:昭和43年、財経詳報社〉

〈注〉監修者は上巻:津島寄一、中巻・下巻:賀屋興宣、執筆者は

上巻・中巻:有竹修二、下巻は今村武雄。

③大蔵省百年史編集室編『大蔵省百年史J上巻・下巻・別巻(昭和44年、

大蔵財務協会〉

④大蔵省印刷局編『大蔵大臣財政演説集j(昭和47年、大蔵省印刷局〉

⑤大蔵省百年史編集室編『大蔵省人名録一明治・大正・昭和j(昭和48年、

大蔵財務協会〉

⑥大蔵省大臣官房調査企画課編『要約戦後財政金融政策史j(昭和53年、

財経詳報社)

⑦西村吉正編『復興と成長の財政金融政策j(平成6年、大蔵省印刷局〉

3.昭和末期以降の資料刊行

①平田敬一郎・忠佐市・泉美之松編『昭和税制の回顧と展望』上・下(昭

和54年、大蔵財務協会〉

②大蔵省財政史室編『渡辺武日記一対占領軍交渉秘録j(昭和58年、東洋

経済新報社〉

〈注)r昭和財政史終戦から講和まで』の別巻資料集。

③大蔵省財政史室編『終戦直後の財政・通貨・物価対策一戦後通貨物価対

策委員会の記録j(昭和60年、震出版社〉

〈注)r昭和財政史終戦から講和まで』の別巻資料集。

④大蔵省財政史室編『資料・金融緊急措置j(昭和62年、震出版社〉

〈注)r昭和財政史終戦から講和まで』の別巻資料集。
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4.部局別・行政分野別の沿革史的文献

(昭和〉

①杉山知五郎著『経済再建と公共事業j(昭和24年、太平社〉

②鹿野義夫編『公共事業一戦後の予算と事業の全貌j(昭和30年、港出版

合作社〉

③大蔵省主税局『明治・大正・昭和一国の歳入一覧J(昭和27、31年)

④大蔵省主税局編『内国税の課税標準、税率及び納期等に関する沿革摘

要j(昭和24年、 29・30年〉

⑤大蔵省主税局『昭和の税制改正j(昭和27年、大蔵財務協会〉

⑥大蔵省主税局編『所得税、法人税制度史草稿j(昭和30年〉

⑦大蔵省主税局編『所得税発展の記録j(昭和32年〉

③大蔵省主税局編『印紙税の沿革j(昭和36年〉

⑨大蔵省主税局編『所得税百年史j(昭和63年〉

⑬大蔵省理財局資金課編『大蔵省預金部史j(昭和39年〉

⑪澄田智・鈴木秀雄編『財政投融資j(昭和33年、財務出版〉

⑫福島量一・山口光秀・石川周編『財政投融資j(昭和48年、大蔵財務協

会〉

⑬石川周・行天豊雄『財政投融資j(昭和52年、金融財政事情研究会〉

⑪大蔵省理財局見返資金課編『見返資金の記録j(昭和27年、大蔵財務協

会〉

⑬大蔵省理財局外債課編『本邦外貨債関係資料』第 1・2編(昭和30年〉

⑬津島需一『芳塘随想』第16集(昭和41年〉

⑫北村恭二編『国債j(昭和54年、金融財政事情研究会〉

⑬大蔵省理財局『国債一発行・流通の現状と将来の課題J(昭和57年~、

大蔵財務協会〉

⑬松尾良彦監修『日本のお金づ丘代通貨ハンドブックj(平成 6年、大蔵

省印刷局〉
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@閉鎖機関整理委員会編『閉鎖機関とその特殊清算j(昭和29年〉

@大蔵省管理局編『社寺境内地処分誌j(昭和29年、大蔵財務協会〉

②大蔵省編『府県地租改正紀要j(昭和34年、明治文献資料刊行会〉

@大蔵省編『第二次大戦における連合国財産処理』戦時編・戦後編・資料

編〈昭和40年〉

@特殊会社整理委員会編『日本財閥とその解体j(昭和26年〉

⑧証券処理調整協議会編 rsC LC業績誌j(昭和26年〉

@大蔵省大臣官房会計課編『大蔵省本庁舎50年のあゆみj(平成 5年)

(注〉大蔵省本庁舎50周年記念展示会の際のパ γフレット。

5.主な年報・年次統計書等

①大蔵省・日本銀行編『財政経済統計年報』昭和23年(昭和23年、大蔵財

務協会〉

(注〉昭和23年のみ刊行されたもの。

②大蔵省編『財政金融統計月報J

(注〉月刊誌であるが月毎に異なるテーマを取扱い、全体として年報

の役割を果たすようにも工夫されている。

③大蔵省編『大蔵省年報』昭和25年度(昭和28年、大蔵省印刷局〉

(注〉昭和25年度のみ刊行、内容は個別に『財政金融統計月報』に継

承され、今日に至っている。

④大蔵省主計局監修『国の予算』昭和24年度~

⑤大蔵省銀行局監修『銀行局金融年報』昭和27年版~

⑥大蔵省証券局監修『大蔵省証券局年報』昭和38年版~

〈注〉昭和38・39年版は理財局証券部監修『理財局証券年報』。

⑦大蔵省国際金融局監修『大蔵省国際金融局年報』昭和52年版~

③大蔵省主計局編『財政統計J昭和37年度~

⑨大蔵省主計局編『補助金総覧』昭和24年度~
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(注〉標題は『予算補助金、負担金、交付金、補給金、援助金及び委

託費等に関する調』等を経て昭和40年度から『補助金便覧J、昭

和58年度から『補助金総覧』。

⑬大蔵省理財局編『国債統計年報』昭和24年度~

⑪大蔵省理財局編『法人企業統計年報』昭和26年度~

(注) r財政金融統計月報jの特集号として刊行。

⑫大蔵省主計局編『監査年報J昭和30年度~

6.財務局・国税・税関等

[財務局]

①大蔵省大臣官房地方課編『財務局二十年小史j，(昭和44年〉

②大蔵省大臣官房地方課編『大蔵省財務局三十年史J(昭和55年〉

③大蔵省大臣官房地方課編『大蔵省財務局四十年史J(平成 2年〉

[財務研修所]

①大蔵省財務研修所編『財務研修所二十年史』別冊とも〈昭和57年〉

②大蔵省財政金融研究所編『財務研修所・研修部三十年史』別冊とも〈平

成 4年〉

[会計事務職員研修所]

大蔵省会計事務職員研修所編『大蔵省会計事務職員研修所二十年の歩

みj(昭和56年〉

[国税]

①国税庁編『国税の十年一国税庁創設十年の歩みj(昭和34年〉

②国税庁編『国税庁二十年史j(昭和44年、大蔵財務協会〉

③国税庁編『国税庁三十年史J(昭和54年〉

④国税庁長官官房総務課編『民間給与実態調査三十年のあゆみJ(昭和55

年〉

⑤国税庁編『国税庁四十年史J(平成2年)
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⑥国税庁税務大学校編『税大教育50年のあゆみj(平成3年〉

⑦国税庁編『税務署六十年のあゆみj(昭和32年〉

⑧国税庁編『税務署七十年のあゆみj(昭和41年〉

⑨国税庁監修『目で見る税務署百年史j(平成 8年〉

⑬国税不服審判所編『国税不服審判所の10年j(昭和55年〉

⑪国税不服審判所編『国税不服審判所の20年j(平成2年〉

⑫醸造試験所編『醸造試験所沿革誌j(昭和4年〉

⑬醸造試験所編『醸造試験所七十年史j(昭和49年〉

⑬国税庁編『国税庁事務年報』昭和24年~

(注)旧称は『国税庁事業年報』。

⑬国税庁編『国税庁統計年報書J第75回 昭和24年度~

〈注) r主税局統計書』を継承。

⑬国税庁編『国税庁統計年報書一第100回記念号j(昭和51年〉

[税関]

①大蔵省税関部『日本税関・税関史J資料 I-III(昭和33年〉

②大蔵省税関部編『税関八十年小史j(昭和27年〉

③大蔵省税関部編『税関百年史』上・下(昭和47年、日本関税協会〉

[印刷]

①大蔵省印刷局編『大蔵省印刷局史j(昭和37年〉

②大蔵省印刷局編『大蔵省印刷局百年史』第 1・2巻(昭和46年〉

③大蔵省印刷局編『写真でみる100年のあゆみJ(昭和47年〉

④大蔵省印刷局編『官報100年のあゆみj(昭和58年〉

[造幣]

①大蔵省造幣局編『造幣局八十年史j(昭和28年〉

②大蔵省造幣局編『造幣局90年史J(昭和39年〉

③大蔵省造幣局編『造幣100年j(昭和46年〉

④大蔵省造幣局編『造幣局百年史・資料編j(昭和49年〉
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⑤大蔵省造幣局編『造幣局百年史j(昭和51年〉

[たばこ・塩・しょう脳事業]

①日本専売公社編『たばこ専売五十年小史j(昭和28年〉

②日本専売公社編『日本塩業史j(昭和33年〉

③日本専売公社編『戦後日本塩業史j(昭和33年〉

④日本専売公社編『たばこ専売史』第 1-4巻(昭和38-39年〉

⑤日本専売公社編『樟脳専売史j(昭和31年〉

⑥日本専売公社編『しょう脳専売史』続(昭和38年〉

⑦日本専売公社編『塩業整備報告』第 1・2巻〈昭和41年〉

7.その他〈戦後期の執筆に当たり参考にした文献〉

①大蔵財務協会『ファイナンス』昭和40年~

②大蔵財務協会『大蔵省の機構』昭和24年~

(注〉昭和33年までは『新しい大蔵省の機構』。

③『日本経済新聞J
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